
礎
溝
蕊
略
ハ
葺
五
月
一
「
窺
壌
行
戸
萄
門
月
一
直
壌
行
㌔

冊第四十二巻　　第四
　　　　　第四百八十六號

　　　昭和三十八年五月一日嚢行

　
鞭
二
～
＼
　
…
ぐ
溝
欝
蔑

塗
『
縛
竃
媛
』
矛
ゴ
、
け
・

い
わ
ゆ
る
錯
観
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
・
：
…
…
棉
　
鱗
　
鮪
　
　
一

イ
ン
ド
知
識
論
に
お
け
る
眞
・
偲
の
考
察
…
宇

　
　
i
正
理
・
勝
論
學
派
を
中
心
と
し
て
一

自
然
の
歴
史
と
自
由
の
歴
史
…
…
…
…
…
…
池

　
　
ー
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
學
的
思
想
の
考
察
一

彙

報

野

三

内
　
健
　
次

大學文學部内

都哲學會
都
京

京



京
都
哲
雪
餅
規
約

一
、
塞
曾
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
鼠
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

　
9
　
毎
月
一
回
會
誌
門
哲
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

昌
　
毎
年
公
開
講
演
禽
を
開
く

　
㊨
　
随
時
研
究
曾
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
窟
及
び
委
員
曾
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

　
、
塞
曾
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
曾
員
の
中
か

ら
委
員
曾
が
推
薦
す
る

　
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
高
校
・
圖
書
館
・
其
他
の
閣
鍵
は
圏
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
擶
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

湿
し
　
二
園
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
霜
を
受
け
曾
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
倉
は
事
務
所
を
東
都
大
畢
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

湯本寝水松藤服蓮野長督学三田農高園自重梶柿臼上井石池

灘藤騨鞭千態欄㌔賑澤山，麟野田
　　　垣　　　　　　ぬ　　美　　　　　　　　　島田

報一義令踵又ボ蟻知義駄㌔繍土照義
　　　　　　　　　　一　　太

孫治雄渉海夫明康夫人郎一門郎範郎郎夫郎一一尚夫勉仁祐



前　号　目　次

デ
カ
ル
ト
の
悟
性

水

野

和

久

苦
し
み
の
場
所

一
そ
の
二
i

森

口

美

都

男

近
世
哲
学
の
世
界
概
念

慮．

鳳
呪
雄？J

訳卜



次号論文予魯

価
値
の
経
験
的
解
釈
と
超
越
論
的
解
釈
…
：
：
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
芳

教
育
的
認
識
の
構
造
…
…
…
…
…
源
了

プ
ラ
ト
ン
「
第
七
書
簡
の
謎
」
…
長
　
　
坂
　
　
公

一円夫



　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
ホ
會
は
會
員
組
織
と
し
議
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
墾
の
方
は
京
都
布
左
窟
編
吉
顯
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
奮
（
振
替
縢
座
京
都
閥
〇
三
九
番
　
京
都

四
一
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
、
五
〇
〇
圓
又
は
孚
年

七
五
〇
圓
）
を
お
挑
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
螢

費
に
顕
す
る
「
切
は
東
京
都
千
代
田
癌
代
富
町
二
　
創
文
杜

（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
　
創
文
鮭
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
断
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
磯
回
宛
御
擁
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
聡
年
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
塞
誌
十
二
冊
）
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
璽
其
他

の
書
算
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
孚
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す

｝
、
禽
員
の
月
月
・
入
産
月
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
曾
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
草
す
る
通
僑
・
薪
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
四
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
上
京
厩
吉
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
都
大
學
文
鍛
部
内

昭
和
三
十
八
年
陽
月
三
十
藏
翔
鯛

昭
和
三
十
八
年
五
月
・
一
　
臼
獲
野

蛮
行
所

編
集
入

獲
行
人

赤
鰯
人

印
刷
所

樵
式

倉
激

東堀堀東久常as京京

1叢1選集簑陶

蛸　　　嚥i理　　　文

濃鼠9津三蝉
∠　　瞬　　　部
六所望二男郎　内愈

創
　
　
文
　
　
肚

東
黛
都
千
代
聞
癌
二
宮
町
二

時
暫
爲
座
　
東
京
九
二
四
七
　
　
番

電
話
　
丸
ノ
内
　
富
　
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

．
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
漱
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
諮
文
は
す
べ
て
代
金
送
轡
共
（
～
部
、
定
贋
一

五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い

→
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